
三．製造環境技術 とは・・・

製造・流通等の現場の環境（温度、湿度、圧力、清浄度等）を制御・調整するものづくり環境調整技術。

製造現場における、歩留まりの改善、故障率の低減等に寄与する清浄化やコンタミネーションの監視・制御
、品質向上・安全性確保のための温度、湿度、圧力、清浄度等の維持管理に利用される。

特定ものづくり基盤技術「三．製造環境技術」

具体的には

空間や機器内における温度、湿度、圧力、清浄度の制御する技術

水、水蒸気等の流体の制御・精製・濾過等の技術 など

（１） 戦略的基盤技術高度化支援事業

（２） 特許料及び特許審査請求料の軽減

（３） 政府系金融機関による低利融資制度

（４） 中小企業信用保険法の特例

（５） 中小企業投資育成株式会社法の特例
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認定を受けた中小企業は様々な支援を受けることができます！ 全技術同様の支援が受けられます



３）航空宇宙分野

ア．極限環境に対応した部素材製造技術の実現

川下製造業者等からよく聞かれる課題とニーズ

川下分野共通

イ．低負荷環境下での製造

ア．高機能化

ウ．低コストでの製造

エ．効率的な生産

１）医療・健康分野

ア．医療安全性の確保
イ．現場における環境改善

４）-ｃ.自動車分野

ア.高品質・高信頼性デバイスの実現

４）-b.情報家電分野

ア．超クリーン成膜の実現
イ．小型軽量化
ウ．低消費電力化

４）-a.食品分野

ア．最適な流通手法の確立
イ．最適な保存方法の確立
ウ．高品質・高付加価値の付与

２）環境・エネルギー分野

ア．地球温暖化係数の低い冷媒の使用
イ．環境負荷の少ないガスの使用
ウ．長期安定性デバイスの実現
エ．製造設備の加工精度向上
オ．省エネルギーの実現
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これまでのサポイン成果事例のうち、「三．製造環境技術」で想定されるプロジェクト例

詳細後述

# プロジェクト名 概要 川下分野（想定販売先） ユーザーニーズ 旧技術

3-1
事例①

界面前進凍結濃縮法による低コスト
濃縮装置開発及び食品新素材開発
への応用

高い品質を維持しつつ、液状食品の濃縮を低コストで行いた
い、という飲料メーカのニーズに基づき、界面前進凍結濃縮
法による濃縮装置を開発

食品 高品質・高付加価値の付与 ３．冷凍空調

3-2
ホモジニアス バブルジェネレータの
研究開発による次世代エコ常温洗
浄技術の確立

超純水・洗浄薬液使用量を大幅に減少する洗浄技術を確立 製造装置
低負荷環境下での製造
低コストでの製造

４．電子部品・
デバイスの実
装

3-3
マイクロナノバブルによる環境対応
型半導体ウエハ洗浄装置の開発

マイクロバブルを利用することで、薬液を使わないもしくはそ
の使用量を大幅に減らした環境にも優しい半導体ウエハの
洗浄技術の研究開発

情報通信機器
低負荷環境下での製造
低コストでの製造
効率的な生産

４．電子部品・
デバイスの実
装

3-4
金型の熱処理における歪みの極小
化技術の研究開発

後工程での平面出し研磨や微調整加工などの仕上げ加工を
ほぼ不要にするため、熱処理工程で生じる歪みの極小化を
実現

自動車、産業機械・一般機
械・建設機械、電機機器・
家電

低コストでの製造
効率的な生産

１７．熱処理

3-5
高透磁率材料を構造部材に用いた
大型超高真空容器の製造技術の開
発

物質のナノ構造解析等に利用される光電子分光装置に利用
される大型高透磁率材料の開発

製造装置 効率的な生産 ２２．真空
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高い品質を維持しつつ、液状食品の濃縮を低コストで行いたい、という飲料メーカのニーズに基づき、
界面前進凍結濃縮法による濃縮装置を開発

本サポイン事業のポイント

 研究開発プロセスにおいて、設計図を書くなど、具体的なアドバイスをしてくれる団体（石川県立大学）が参画している。

 従来の取引のネットワークを活かし、川下製造業者のみではなく、川上事業者の問題を把握、解決に貢献している。

特定ものづくり基盤技術（旧）特定ものづくり基盤技術（新）

濃縮時の加熱による品
質劣化を抑えたい

組込みソフトウェア

金型

電子部品・デバイスの実装

溶射・蒸着

動力伝達

鋳造

位置決め

繊維加工

熱処理

塗装

発酵

粉末冶金

冷凍空調

プラスチック成形加工

鍛造

部材の締結

金属プレス加工

切削加工

高機能化学合成

溶接

めっき

真空

【製品品質の向上】
界面前進凍結濃縮法が可
能な装置を開発してはどう
か

飲料メーカ

ユーザーニーズ

情報処理

精密加工

製造環境

接合・実装

立体造形

表面処理

機械制御

複合・新機能材料

材料製造プロセス

バイオ

測定計測

機能・用途 技術シーズ

「三．製造環境技術」事例① 明和工業 川下分野：食品
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 川下ニーズとその背景

 主な川下：飲料メーカ、中でも、特に酒造メーカ

 農作物の加工により、製品の付加価値を高めた産業を指す、“第6次
産業”は、近年注目を集めている。

 加工食品の中でも、果汁や清酒等の液状食品は、濃縮することで香
味を高め、付加価値を高めることができる。しかし、加熱による濃縮
は品質劣化が避けられず、低コストで高品質な濃縮技術が求められ
ていた。

 明和工業では、飲料業界との取引は乏しかったものの、ある酒造メ
ーカとは機械を取引した経験があった。酒造メーカから川下ニーズを
聞き、また、従来より活用していた石川県立大学などとのネットワー
クを生かして、サポイン事業では新たな業界への機械製造に挑戦す
ることとなった。

 研究開発内容

 高品質な濃縮技術としては、固液分離の容易な界面前進凍結濃縮
法が注目されており、サポイン事業では、低コストで汎用的な実用装
置を開発する。

 明和工業では、これまで、飲料業界との取引は少なかったため、飲
料製造装置に関する知見は乏しかったが、石川県立大学の宮脇先
生のアイデアを基に機械の設計を行った。

 研究開発体制注）

 成果

 既に複数の飲料メーカから注文が入っており、今後は販売を開始
する予定である。

 これまでは、食品業界、飲料業界との取引は少なかったが、サポイ
ン制度により、ノウハウやネットワークを得ることができた。今後は
取引を拡大させていきたい。

明和工業「界面前進凍結濃縮法による低コスト濃縮装置開発及び食品新素材開発への応用（H24採択プロジェクト）」

注）研究開発体制中の、水色は認定を受けた中小企業、ピンクは川下企業、黄色は研究機関（大学・公設試等）

明和工業（株）

• 中心となって研究開発

石川県工業試験場

• 製品の高品質化、栄養成分の保持検証
• 検査装置の貸し出しなど

• サポイン制度に応募する際に紹介を受
けた

農協

• 農業分野での機械を製造した際
に知り合った

• 農産物（特に果実）の規格外品
の活用について相談していた

石川県農林総合研究センター
農業試験場

• 原材料の前処理、製品の香味成分保
持検証

• 検査装置の貸し出しなど

石川県立大学

• 以前より、共同研究を行うなどのつなが
りがあった

• 飲料業界に関する知見を提供した
• 研究開発におけるアドバイス

酒造メーカ

• 以前より、機械の取引があった
• 日本酒の濃縮についてアドバイス

【事業管理機関】（財）石川県産業送出支援
機構
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研究実施者

アドバイザー


